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平成25年６月18日（火） 

                                           

                                           

○議長（石橋英和君）日程に従い、一般質問

を行います。 

 順番12、８番 中西君。 

〔８番（中西峰雄君）登壇〕 

○８番（中西峰雄君）いよいよ最後になりま

した。私の一般質問をさせていただきます。 

 ３点ございますけども、まず最初は待機児

童についてということでございまして、先ほ

ど来のお話にもありましたように、安倍政権

の目玉政策の一つであります。待機児童をな

くすというのが公約になっているようであり

ます。ただ、この待機児童の話をするときに、

私どもは都会の話であって、田舎の話ではな

いのかなというふうに思っていました。ある

いは、橋本市内のほうでも基本的には待機児

童はいないという認識でいたわけですけれど

も、それでいいのかどうかということをお尋

ねいたしたいと思います。 

 まさしく、安倍政権の子育て政策というの

は、これから日本の国が生産年齢人口がどん

どん減っていく中で、女性の経済活動への参

画、そしてシルバー世代の参画というのは大

きな政策になっていると思います。その中で、

市内の子どもを持つ女性が安心をして預けら

れる環境にあるのかということを改めてお尋

ねいたしたいと思います。 

 ２番目ですが、本市を走る断層についてと

いうことで、活断層、地震関係ですけども、

皆さんご存じのように、この紀北地方には中

央構造線が走っております。それに付随する

ように、これは発言通告書には抜けておりま

すが、五条谷断層と、それから菖蒲谷断層と

いうのが走っておりまして、これを見ますと、

人の住んでいないところだけならいいんです

けども、現実には人が住んでいるところも走

っているというふうに見受けられます。 

 今、徳島県のほうで、具体的にその断層の

位置を5,000分の１の地図に落としまして、だ

れが見ても、どこに断層が走っているかとい

うのがわかるように公表されました。そして、

断層の上の建物について、公共的な建物、例

えば病院であるとか、そういうものについて

は新築、改築等するときには届け出を求める

制度を創設されております。 

 この橋本でも、実際、断層があるというこ

とは知っていても、具体的にどこにあるのか

ということをご存じでない方がかなりいらっ

しゃいますので、徳島のやられたような公表

というものができないのかということをお尋

ねいたします。 

 ３番目、英語教育ですけども、今、本当に

グローバル人材ということが言われておりま

して、日本の英語教育はずっと充実せないか

んと言われながら、なかなか英語のできる人

材というのは育っていないというのが実情か

と思います。そんな中で、私どもは初等教育

の所管といいますか担当でございますけども、

現状の橋本市の英語教育がどういうふうにな

っていて、今後どのようにしていこうという

ようにお考えなのかということをお尋ねいた

したいと思います。 

 以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君の質問項

目１、待機児童に関する質問に対する答弁を

求めます。 

 健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（枡谷俊介君）登壇〕 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）待機児童の１
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点目の保育所入所要件に適合する子の現状と

傾向についてですが、本市の保育所入所対象

であるゼロ歳から５歳の子どもの数は、少子

化の影響で、平成21年に3,117人であったのが、

平成25年には2,824人と293人、9.4％減少して

います。一方、保育園の園児数は、平成21年

に1,224人であったのが、平成25年には1,264

人と増加しています。これは働く女性の増加

によるもので、特に最近の傾向として、ゼロ

歳から２歳の乳児の園児数が増えており、平

成21年に356人であったのが、平成25年には

404人と48人、13.5％増加しています。これは

出産後も仕事を続ける女性が増えているとい

うことによるもので、こうした傾向は今後も

続くと考えています。 

 ２点目の本市の待機児童数についてでござ

いますが、国が定義する待機児童数は、ここ

５年間で、平成22年度に３人、平成23年度に

３人でしたが、平成24人に隅田こども園が開

園してからは、待機児童はおりません。しか

しながら、先ほどご答弁させていただきまし

たように、ゼロ歳から２歳の入園希望者が増

加しており、現時点では定員に余裕がない状

況となっており、年度途中に待機児童が出て

くると考えています。こうしたことに対応す

るため、今後も認定こども園の整備等に取り

組んでまいりたいと考えています。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君、再質問

ありますか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）国の定義する待機児童

は現在ではいないという答弁をいただきまし

たけども、若干、私が聞き及んでいるところ

をお伝えいたしたいと思います。 

 それは、確かに入所しようとすれば入所は

できるんだけれども、近くの園には行けない。

それで、近くの園に行けないので、求職活動

をしないでいるとか、あるいは預けないでい

るとかいうようなことをお聞きしております。

これは、いわゆる潜在的な待機児童というふ

うに呼んでもいいのかなというふうに思うん

ですけども、このあたり、例えば高野口の方

が預けたいと思ったときに、三石はあいてい

ますよと。あるいは逆に三石の人が預けたい

と思ったときに、高野口ならいけますよとい

うようなことが生じているというふうにお聞

きしておりますが、このことは事実でしょう

か。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）まず待機児童

のことについてですが、待機児童の定義につ

いてでございますが、国の定義では、ほかに

入所可能な保育所があるにもかかわらず、特

定の保育所を希望し、保護者の私的な理由に

より待機している場合は待機児童に含めない

という規定がございまして、保育園というも

の自体が、全市的なもので考えていくという

のが保育園という立場でございまして、ここ

の保育園へ入りたいから待つとかということ

で保育園制度というのはできておりません。

保育園というのは、あくまでも市全域で考え

ていくものとして制定されておりますので、

そういう意味では、議員おっしゃられたよう

に、三石の子どもで、三石へ入れなくて高野

口へ行っている子どもとか、逆の場合とか、

今までにもほかの園に移っていただいたとい

う方はたくさんおられます。けれども、それ

らの子どもについては、本市では、国でもそ

うですが、待機児童という考え方はしており

ません。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）定義に基づきますと、

待機児童ではないというふうに私も思います。

ただ、実際、住民の側から言いますと、やは

り遠方に預けにいく時間、勤務するというよ

うなことを考えますと、やはり不便は不便な
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んですよね。そのときに、需要が増減します

から、なかなか難しいとは思うんですけれど

も、需要予測の中で、ある程度園に、特に今

おっしゃられたゼロ歳児から２歳児ぐらいま

でですか、の施設受け入れ能力が満杯になっ

てきている中で、現存の園でもそういう乳幼

児の受け入れの余裕を持たせる必要があるん

じゃないかなというふうに思うんですけれど

も、あるいはまた、潜在的な待機という言葉

を私は使いますけども、要するに仕事を探し

たい、仕事につきたいよというふうに思って

いても、近くにないなら、しゃあないから諦

めようかというようなことがあるんですね。 

 これは国の政策、先ほど申し上げましたけ

ど、女性に経済活動に参画していただくとい

うことは、今後の日本にとっての大きく必要

なことでございますので、本市として、女性

の経済活動への参画を促進していくような基

本的な姿勢というものをお持ちいただきたい

なと。そのときには、やはり、特に乳幼児に

ついて、希望といいますか、あまり遠くに行

かなくても預けられるような制度、施設の充

実というものを考えていくべきではないかと

いうふうに思いますが、いかがですか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）議員のおただ

しの、余裕を持って、あまり遠くへ行かなく

ても入れるように保育園、こども園を整備す

べきではないかというおただしだと思います

が、本市でも、小学校区へ同じ子どもが行け

るようにということで、昔からそういう話を

しておりまして、保育園の子どもも、みんな

同じ小学校へ行けるようにということで、ほ

ぼそこの小学校区へ行ける保育園へ入っても

らうということで、園指定というのをしてお

ります。ところが、中にはどうしても事情が

あってという方もおられますが、概ねそうい

うふうな小学校に入れるようにということで

しておりますので、定員に余裕がないとそう

いうことができませんので、議員おっしゃら

れるような形にはしていきたいと思うんです

が、それをするためには、こども園計画を進

めるということが大事かなと思います。 

 ゼロ・１歳児については、特に今までゼロ

歳児は３対１、園児が３人に保育士が１人、

それから１歳児は園児が４人に保育士が１人、

それから２歳児は園児が６人に保育士が１人

という、クラスがすぐに満杯になるような体

制でありますので、３歳とか４歳とか30人に

１人とかいうような体制ではございませんの

で、すぐにクラスが満杯になるということで、

今までそういうことが起こってきたんでござ

いますが、各こども園全てでゼロ・１・２歳、

全てを受けるということになりますので、今

後こども園計画を進めていく中で解消してい

きたいと。３歳、４歳、５歳の子どもについ

ては、概ね、ほとんどの方が地元の小学校へ

行けるような状況でございますので、今後は

ゼロ・１・２歳については、今後、仕事に行

かれるお母さん方がどの程度増えてくるかと

いうこともございますが、概ね入れるように

ということで、こども園計画を進めていきた

いと思っております。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）なかなか難しいことか

なと思いますね。というのは、子どもの数が

どんどん減っていっていますし、就労率がど

ういうふうに変わっていくのかという予測も

難しいんですけれども、こども園をこれから

整備していく中で、若干、やはりゼロ歳児か

ら２歳児ぐらいまでの受け入れについては余

裕を持った予測といいますか、ことを考えて

いっていただきたいなというふうに思います。

本当に現状、待機児童はいないので、無理を

すればといいますか、若干の不便を忍べば子

どもは預けられる状態にあるので、本市は都
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心部のようなことではないですけども、その

辺もきめ細かな配慮というものを考えていた

だくことをお願いして１番は終わらせていた

だきます。 

 その前に、こども園計画の中で充実を図っ

ていくということですけども、こども園の整

備の計画の進捗状況を、この際ですから聞い

ておきたいと思いますし、それと、今後もこ

ども園を基本として就学前の保育・教育施設

の整備を図っていくという本市の基本方針に

違いはありませんね。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）まず、今後の

こども園の計画でございますが、平成27年４

月に橋本こども園と、それから応其こども園

を開園したいと思っております。そういうふ

うに計画を進めております。 

 今後、議会でもご承認いただいて、橋本市

の方針として、こども園計画を進めていくと

いうことで決めておりますので、こども園計

画については、今後も進めていきたいと。国

のほうでもこども園を推すような方向で動い

ておりますので、そういう方向で動いていき

たいと思っております。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）こども園ですけども、

応其と橋本は27年、計画の中に最初からあり

ました西部と学文路は一体どうなっとるんで

しょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）西部につきま

しては、現在、土地の部分でどこに建てさせ

ていただくかという部分でいろいろ試行錯誤

しておりますので、相手もおられることでご

ざいますので、近々、早い段階で建ててはい

きたいと思いますが、まだ決まっておりませ

ん。 

 それから、学文路のほうでございますが、

学文路につきましては、学文路中学校の跡地

に建てていきたいと思いますので、学文路中

学校が合併で立ち退くのが平成28年だと思い

ますので、その後、そこへ建設させていただ

きたいと思います。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）１番終わります。 

○議長（石橋英和君）次に、質問項目２、本

市を走る断層に関する質問に対する答弁を求

めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（北山茂樹君）登壇〕 

○総務部長（北山茂樹君）本市を走る断層に

ついてのおただしにお答えします。 

 まず１点目の、本市内には中央構造線と菖

蒲谷断層が知られているが、そのほかに活断

層はないのかとのご質問ですが、中央構造線

について、まず説明させていただきます。 

 中央構造線は、西南日本の中央部をほぼ東

西に縦断する大地質断層で、その延長距離は

1,000キロ以上になります。この地質学的な中

央構造線にほぼ沿って、258万年前から現在ま

での期間である第４期にまで活動を繰り返し

ている断層群を中央構造線活断層帯と呼んで

います。 

 本市において確認されております活断層と

しては、五条谷断層と、ご質問にありました

菖蒲谷断層があり、これらについて中央構造

線断層帯を形成していると考えられています。

そのほかに活断層はないかとのことですが、

現在の科学的研究の成果として公表されてい

るのはこれだけです。 

 続いて２点目の、中央構造線と菖蒲谷断層

の位置について、具体的かつ詳細に公表して

いただきたいとのご質問についてですが、中

央構造線断層帯については、さきに述べたと

おり、断層帯という一定の範囲を指し、個々

の活断層の位置については国土地理院の『都
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市圏活断層図（五條第２版）平成20年更新』

で確認することができます。 

 この都市圏活断層図で、五条谷断層につい

ては断層名が記載されてその位置が示されて

おります。菖蒲谷断層については名称は記載

されていないものの、３箇所に分かれて示さ

れておりますのが、それに該当するものと思

われます。この都市圏活断層図は、エリア別

に販売されており、国土地理院のホームペー

ジからも無料で閲覧が可能となっております。

市のほうでも『都市圏活断層図（五條第１版）』

について所有しており、市民からの問い合わ

せ等について対応しています。 

 なお、本年６月７日付で和歌山県の総合防

災課から中央構造線断層帯について平成25年

度から３年間の調査期間を設けて重点的調査

観測を行うとの文書が届きました。この調査

が実施されれば、現在ある情報に比べて、よ

り詳細な成果が期待されることから、その利

用について検討してまいりたいと考えており

ます。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君、再質問

ありますか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）若干私の勘違いといい

ますか、認識不足もあったと思いますけども、

壇上でも申し上げましたけど、この質問は、

徳島県が5,000分の１という詳細な地図で、こ

の活断層の位置を公表したということに触発

されてさせていただいたものです。なぜかと

いうと、地震があって、揺れだけであれば耐

震とか免震とかでいけるんですけれども、断

層の真上に建物等がありますと、ずれると絶

対だめなんです。だから徳島は公表されたん

ですけれども、その公表によって、現在、真

上と考えられるところに建物のあるところは、

それに対して今後の対応も考えられると。 

 本市の場合も、残念ながらといいますか、

その真上に建物が建っていると思われる箇所

が何箇所かあるんですよね。具体的に、どの

位置にその断層が走っているのかということ

も、事前にそのお住まいの方とか施設をお持

ちの方に認識していただくことが大きな減災

につながるのではないかというふうに考えて

質問をさせていただいております。この点に

ついて、徳島県のされたような公表というの

をお考えいただけないでしょうかということ

ですね。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）徳島県でございま

すけども、徳島県は和歌山県と同様に、金剛

山地東縁から四国伊予灘までの延長約360キ

ロにわたる中央構造線断層帯がございまして、

東日本大震災を契機に、やはり特定活断層調

査区域における土地利用の適正化を盛り込ん

だ条例案というものを平成24年１月に議会に

提出されているということで、本年５月に、

その調査区域の案を公表しているわけでござ

います。特定活断層の調査区域の指定にあた

りましては、徳島県では平成９年から11年ま

での活断層調査を行っておるわけでございま

すけども、さらに国土地理院の都市圏活断層

図の資料とあわせて徳島県の中央構造線活断

層帯検討会というのがあるそうでございます

けども、そこでいろいろ審議した中で断層図

をつくって、その図をもとに公表したと、指

定をしたということでございます。 

 その調査区域の活断層の線状の幅というの

が40ｍの区間ということで、範囲としとるわ

けでございますけども、本来、活断層といい

ますのが、阪神大震災でもおわかりのとおり、

淡路に野島断層ってあるんですけど、１ｍと

か２ｍの範囲できちんと断層というのは把握

できるんですね。ところが、徳島が40ｍ幅を

持たしておるということは、何をもとにやっ

とるかというのが、その国土地理院の都市圏
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活断層図ということになろうかと思います。

その国土地理院の都市圏活断層図といいます

のが、これは結構古い調査でございまして、

1960年代の航空写真、それからアメリカが所

有していた日本の航空写真等々を参考にしま

して、その断層図を作成しているということ

で、現地調査をしたものではなく、あくまで

地図上、上空から見た推計図ということにな

ろうかと思います。そんな関係で、徳島のほ

うも40ｍの幅を持たせて、その断層図を公表

しておるということでございます。 

 それから縮尺が２万5,000分の１でござい

まして、徳島県では5,000分の１と言うとるん

ですけども、２万5,000分の１をもとにした

5,000分の１でございますので、きちんと現地

を調査して5,000分の１で示したものではな

いということでございます。そんな関係で、

市もどうかということなんですけども、和歌

山県では公表できる図面といいますのが、現

在の国土地理院の都市圏活断層図のみである

ということでございます。今後、県が３年か

けて調査するということでございますので、

その結果いかんによって、非常に現地調査を

されて、ここに明確な断層があるということ

がはっきりと示されているのであれば、その

図をもとにして市民のほうに公表してまいり

たいと、かようには思っております。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）調査ができたらという

ことですけども、なかなか断層というのは、

実際掘ってみないとわからん。今の原子力発

電所でも議論がされていますけども、という

ことで、いくら調査しても、本当にその位置

にあるのかというのは、なかなかわかりにく

いだろうと思いますね。徳島がされたという

のも、基本的には国土地理院の地図に基づい

て公表されているわけなんですが、これにつ

いて、いいか悪いかという判断があって、う

ちもしようかしまいかということになると思

うんですけども、徳島県でできているという

ことは、うちでも同じことであれば、できな

いわけではないんですね。だから、調査が終

わって詳細になれば公表していきたいという

のは論理的にちょっと。論理的といいますの

は、徳島の事例を見て、本市はどう考えるか

というところを私はお聞きしたいと。徳島の

ように、基本的には国土地理院の都市圏活断

層図をもとに公表していくということは好ま

しくないというふうに考えれば、当然、公表

はされないし、すべきでないし、多少、誤差

といいますか、違いはあっても、これは減災

のために公表していくべきだと積極的に考え

るのかと。つまり、他県の他自治体の政策に

対して、本市として、どのような評価判断を

されているのですかということをお尋ねいた

します。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）徳島県の公表が全

て完璧なものでは私はないと思っております。

といいますのが、徳島県の担当者のほうにも

確認させていただいたところ、特に公表して

から、県民の方から、いろいろ財産権の問題

だとか、そういう問題点、課題等を言われた

ことがないと聞いておるんですけども、実際

に構成する自治体のほう、関係する自治体の

ほうの意見を調べてみますと、やはり土地価

格への影響が大になるん違うかとか、それと

か住民に危機意識をあおるということになら

んかとか、いろいろ関係する自治体のほうは

危惧されているようでございます。市といた

しましても、きちんとほんまに髪の毛１本で

線図を引けるぐらいの詳しい断層図であれば、

これはきちんとしたものを明確に市民にやは

り公表すべきだろうと。今後、やはり建築す

るにしてでも、そこを避けて建築するような

指導はすべきであろうなというように、かよ
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うに思いますけども、現状の都市圏活断層図

の中では、かなりの誤差といいますか幅広い

範囲がありますので、一概に建物を規制する

とか、そういうことにはならんだろうと。た

だ、市民の方には参考にしていただく程度と

いうことで、問い合わせがありましたら、そ

の都市圏断層図を見ていただいてお話もさせ

ていただいておりますし、その辺は事業者も

しくは個人の方の判断になろうかと思います。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）２番を終わらせていた

だきます。 

○議長（石橋英和君）次に、質問項目３、英

語教育に関する質問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（松田良夫君）登壇〕 

○教育長（松田良夫君）英語教育についてお

答えします。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。  まず最初に、橋本市内、小学校における英

語教育の実施状況についてご説明させていた

だきます。 

○８番（中西峰雄君）わかりました。私はで

きるだけリスクのありそうなものは公表して

いただきたいなと思いますが、それはそれと

いたしまして、もう一点だけ、ただしておき

たいと思います。 

 現在、小学校５、６年生において、学習指

導要領にのっとり、小学校外国語活動という

時間で週１時間、英語活動を行っています。

また、小学校３、４年生におきましては、総

合的な学習の時間で、国際理解教育の位置づ

けのもと、年間約20時間、小学校１、２年生

におきましては、教育課程外で、年間10ない

し20時間程度実施をしています。 

 今、国土地理院の都市圏活断層図というも

のは、お問い合わせがあればお見せしますと

いうことですけども、この断層図が一々来な

くても、例えば市のホームページで県が例の

三石の保育園のときのように、急傾斜地、土

砂災害危険地域ですか、区域ですか、のよう

な公表をしたことがありましたけども、市の

ホームページ上でそれを簡単に見れるように

はなっているんでしょうか。あるいは、なっ

ていないとしたら、見るようにしていただけ

ないでしょうか。 

 外国語指導助手、いわゆるＡＬＴは、現在、

橋本市内に平成18年度より、合計７名配置し

ており、そのうち小学校には４名を配置して

います。授業形態としましては、担任が中心

となりながら、ＡＬＴとともに聞くこと、話

すことを中心とした活動を行っています。Ａ

ＬＴへの各校への訪問頻度につきましては、

週に１回ないし２回程度となっています。 

○議長（石橋英和君）総務部長。 

○総務部長（北山茂樹君）現在、市のホーム

ページでは掲載はしてございませんけども、

第１回目の答弁でも言わせていただきました

とおり、国土地理院のホームページでは常に

いつでも無料で見れるように公表されている

ところでございますので、ただ、市でという

話になりますと、一度国土地理院とも一応話

は、協議というんですか、必要であろうかと

思いますので、その点を協議させていただい

た中で、それが特に問題ないということであ

れば公表してもいいと思うんですけども。 

 橋本市の特徴としましては、小学校１年生

から英語活動を定期的に入れているところが

特徴です。小学校の外国語活動の目標は、英

語に慣れ親しむことにより、コミュニケーシ

ョンの素地を養うことにあり、実際の英語の

技術的な能力を高めるのは中学校からとなり

ます。 

 小学校外国語活動の成果として、英語を使

って楽しみながら英語を使っている児童の姿

が多く見られるようになりました。また、こ
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れまでたくさんの国籍のＡＬＴの配置により、

物おじせずに外国人に接したり、英語を使っ

て積極的に外国人とコミュニケーションしよ

うとしたりする態度がついてきております。 

 中学校においても、小学校で培った英語の

素地をもとに、小学校と連携したなめらかな

英語教育実践が行われているところです。 

 現在、国の教育再生実行会議におかれまし

て、小学校英語の教科化、小学校３年生から

の開始等の論議がなされているところですが、

現時点では未確定なことであり、現状が今す

ぐに大きく変わるということはないというこ

とを文部科学省より聞いてございます。 

 橋本市といたしましては、現行の学習指導

要領にのっとり、現在行われている英語活動

の継続及び充実に取り組んでまいりたいと考

えています。 

 幼児から英語教育をすべきだという早期教

育を期待する保護者の方々もおられますが、

小学校段階では、英語を通じてコミュニケー

ションの素地を培うという小学校外国語活動

の目標のもとに、今ある実践を進めてまいり

たいと考えています。英語学習を早く始めれ

ば始めるほど、すぐにペラペラ話せるように

なるというものではないという考えのもと、

小学校では英語の素地をじっくりと育み、中

学校での英語の基礎力をつけていきたいと考

えています。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君、再質問

ありますか。 

 ８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）私はこの質問をなぜし

たかというと、英語教育が大事だというのは

わかるんですけども、初等教育においてＡＬ

Ｔを配置して週に１回なかなか行けていない

と思うんですが、月に１回とか行ってるんで

すけども、私の中では、ほとんど成果はない

なというふうに思っています。むしろ、今の

小学校のカリキュラムを見させていただいて、

いろんなことをあまりにも盛り込み過ぎてい

て、かえって学びが薄くなってしまっている

んじゃないかなという印象を持っています。

その中で、外国語に慣れ親しむ、あるいはコ

ミュニケーションとかおっしゃるんですが、

中学生、高校生を実際見させていただいて、

それの成果と言えるものがどれだけあるのか

なというふうに思うと、私は否定的にならざ

るを得ないんですね。これは評価の分かれる

ところだと思います。私はそういうふうに思

います。だから、やるのであれば、もっと徹

底してやるべきであろうし、現状の月に１回、

２回、ＡＬＴが行って授業をするというよう

なことは、やめるべきで、もっと国語教育と

か、ほかのことに精力を使うべきではないか

なというふうに思うんですけれども、これは

評価の分かれるところかとは思いますが、い

かがですか。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）子どもたちは、小学

校から中学校へと進学していくわけですけれ

ども、以前でしたら、英語だけが中学校がス

タートラインです。国語、社会、数学、理科、

その他の教科、全て小学校でさまざまな学習

をした、その連続線上に教科を学ぶという、

そういう流れでございました。英語だけが中

学校でスタートする。その結果、中学校段階

で英語が嫌いである、あるいは英語がなかな

か定着しない子どもの率というのが、かなり

高い状況にあったという、そういう統計もご

ざいます。 

 今、小学校で英語を学んで中学校へ入って

くる子どもに、英語の先生が英語で自己紹介

する。例えば私の名前は、私はどこどこ出身

で、私の好きな食べ物は、私はクラブ活動は

こんなものを担当していますと英語で言うた。

ほとんどの子どもがそれを理解できるという、
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そういう状況まで、小学校の英語を学ぶこと

で英語の能力がついているという、そういう

報告もこの前見ました。したがって、小学校

で週１時間ですけれども、外国語活動を取り

入れることによって、かなりの英語のコミュ

ニケーションの素地がついているという実態

が明らかになってきてございます。 

 先ほど、ＡＬＴ、月１回かというお話でご

ざいましたけれども、橋本市の特徴として、

小学校の外国語活動全てにＡＬＴを入れてご

ざいます。したがって、いわゆるネイティブ

スピーカーというんですか。英語をしっかり

話しながら育ってきた人が子どもに生の英語

を伝えることができる、伝えている。そのこ

とが橋本市の小学校の英語活動の一つの特徴

です。 

 それともう一つ、１年生から６年生まで英

語活動を取り入れています。かなり繰り返し

ます。１年でやったことを２年でやり、２年

でやったことを３年でやりということで、か

なり繰り返すことによって、英語に慣れ親し

んでいる子ども、英語に抵抗感をなくしてい

る子どもというのがしっかり育ってきている

という状況ですので、橋本市としては、この

今の取り組み、ＡＬＴをしっかり活用した小

学校英語活動を引き続いてやっていきたいと

いう、そういう願いを持っているところでご

ざいます。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）教育委員会のほうでそ

ういう評価をされているということはお聞き

しておきます。ただ、私個人的には、あまり

高くは評価しがたいなというふうに思ってお

りますということも伝えさせていただきます。 

 もう一つお聞きしたいのは、英語教育をや

ってほしいよと、もっと充実してほしいよと

いうニーズもいくらかあると思うんですね。

先進的に埼玉県志木市でしたか、特区を使わ

れて小学校で英語で授業をするというんです

かね、そういう学校をこしらえて、今、現状

どうなっているかよくわかりませんけれども、

入学希望者が殺到したというようなことはニ

ュースで流れました。わざわざその学校に入

るために越境してアパートを借りてお住まい

になった方もいらっしゃるというようなこと

も報道されておりましたけれども、本市の教

育のあり方として、一つそういう特殊な、志

木市のようなと言ったらあれですけども、特

殊な英語の授業をする特化した初等教育のク

ラスなり学校なり、学校は無理でしょうね、

クラスでしょうね。クラスをつくって、そこ

で本市の教育の特色化を図っていくというよ

うなこともおもしろいかなと。おもしろいか

なと言ったら叱られますけども、あってもい

いのかなというふうに思うんですけれども、

そういうことについてはいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（松田良夫君）一応、橋本市におい

ては、そういう特区を受けて、いわゆる国が

示す教育課程からプラスアルファの教育実践

をしようという考え方は、今のところござい

ません。あくまでも文部科学大臣が示す学習

指導要領にのっとり、そして、いわゆる学校

教育施行規則が示す標準授業時数にのっとっ

た実践を進めていきたいと思ってございます。 

 今、各学校にお願いしていることは、それ

ぞれの教科、例えば総合的な学習の時間、本

当に子どもたちに力をつける授業をお願いし

たいという、そういうお願いはしているんで

すけれども、特別な、いわゆる学習指導要領

によらない教育課程、編成ということについ

ては今のところ考えてはおりません。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君。 

○８番（中西峰雄君）教育ですので、軽々に

申し上げたらいかんのですけども、やはり、

本市が特色をもって、魅力的な学校というん
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ですか、教育というものを考えるときに、こ

の英語教育にどう取り組んでいくかと。英語

にどう取り組んでいくかということも一つの

テーマになるのかなというふうに考えます。

日本の国の教育というのは、基本的に金太郎

あめでして、どこへ行っても同じような教育

が受けられるし、それは強みでもあるんです

けれども、弱みでもあると。これは市内の教

育でも一緒でして、よく言われるのは、市内

の子どもたちは皆同じような教育を受けなけ

ればならないというふうな、よく言われるん

ですけれども、やはり、そこには違う方向性

があってもいいのかなというふうに私は思い

ます。英語だけではなくて、例えば数学であ

っても算数であっても、市内のある学校のあ

るクラスに行けば、数学教育がちょっと質の

違う、レベルの違う教育が受けられるという

ようなことが市内であってほしいなと私は逆

に思いますので、これは私の思いだけで、今

の教育委員会の方針とは違うと思いますけど

も、そういうことも、議員の皆さんも含めて、

住民の皆さまとも一緒に考えていきたいなと

いうふうに思います。 

 これをもって私の一般質問を終わります。 

○議長（石橋英和君）８番 中西君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（石橋英和君）これにて、一般質問を

終結いたします。 

 以上で本日の日程は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 明６月19日は休会とし、６月20日午前９時

30分から会議を開くことにいたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。

よって、そのように決しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

（午後２時58分 散会） 
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